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　11月 18日に、国士舘大学と「包括連携協定」を締結
しました。同大学とは、これまでに本市のまちづくり等さ
まざまな場面で連携してきた実績があり、この度の協定締
結により、積み重ねてきた協力関係をより一層強化し、ま
ちづくりや地域課題の解決に向けた取組を推進していきま
す。

国士舘大学との包括連携協定を締結

　11月 4日に、栃木カレット有限会社と「災害廃棄物処
理等の協力に関する協定」を締結しました。
　この協定は、災害が発生した場合において、災害廃棄物
の収集運搬、中間処理の協力を要請し、迅速な災害廃棄物
処理に対応することを目的としています。

災害廃棄物処理等の協力に関する協定
を締結

災害からの迅速な復旧へ向けて連携して取り組んでいきます

地域課題の解決に向けて連携して取り組んでいきます

市政トピックス市政トピックスTopics forTopics for TTOCHIGIOCHIGI

　栃木シティフットボールクラブは 11月 29日に行わ
れたリーグ最終戦で、SC相模原に 5-0 で勝利し、J３
参入 1年目での優勝を果たしました。会場の相模原ギ
オンスタジアムでは、アウェイながら多くのサポーター
が集まり、勝利が決まった瞬間、歓喜に包まれました。
また、23日のホーム最終戦では、JFL、J3、J2と続く
３年連続の昇格を決めました。今シーズンの成績は 23
勝 8 分け 7 敗で勝ち点 77、ホームでは、19 試合中
14勝の勝率 7割と無類の強さを発揮しました。

　今後、栃木シティは、2026年２月から同年６月の期
間で開催される「明治安田 J２・J ３百年構想リーグ」
および同年８月から開催される「明治安田Ｊ２リーグ」
に参加します。新たなステージでもチームの存在が地域
に愛され、多くの方に「夢」と「感動」を与えてくれる
よう、更なる躍進が期待されます。ホームタウンである
栃木市としてもチームを応援するとともに、チームと連
携・協力し、活力ある地域づくりを目指していきます。
引き続き熱い声援をお願いします。
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